
 

 

 

 

 

 
 

 
 

～命を守る（６月４日の全校朝会で子どもたちに話しました。）～ 

 テレビアニメの「一休さん」でおなじみの一休宗
いっきゅうそう

純禅師
じゅんぜんじ

の逸話です。 

ある裕福な商人が、孫が産まれたお祝いに「何か目出度い言葉を書いて欲しい。

家宝にするから。」と、一休禅師のもとを訪れました。 

 こころよく引き受けた一休禅師の書いた言葉は、「親死ぬ、子死ぬ、孫死ぬ」とい

う言葉でした。目出度い言葉をお願いした商人は、カンカンに怒って、「死ぬとはどういうこと

だ」と一休禅師を問いただしました。すると一休禅師は「では、あなたは、孫死ぬ、子死ぬ、親死

ぬ の方がいいのですか。」と聞き返したそうです。ますます怒って帰ろうとする商人に、一休禅

師は続けて「親が死に、子が死に、孫が死ぬ。これほど目出度いことがあろうか、これが逆になっ

たらどうする。」と、さとしたそうです。医療が未発達な時代は人の命そのものが非常に大切で、

乳幼児の死亡率が高かったのです。だから、子どもの七五三や成人を祝うようになったのです。 
 

 さて、川崎市で発生した小学生とその保護者を狙った殺傷事件では、６年生の女子児童と、同じ

バスで通う子のお父さんの命が奪われました。一休禅師が言っている「めでたい順番」が突然、ひ

っくり返ってしまいました。残されたご家族の心中を思うと、胸が痛みます。 

 このような事件が起こるのは稀なことかもしれません。防ぎようがない側面もあります。今の医

学でも治せない病気もあります。一方で、「守ろうと思えば守れる命」もあるはずです。「守ること

ができたかもしれない子どもの命」はどれくらいあるのでしょうか。 

 小学生の年間死者数全体は昭和５５年（１９８０年）には不慮の事故（交通事故や水難事故、転

落事故等）で約３８００人亡くなっていたのが、平成２８年（２０１６年）には約３００人にまで

減っています（消費者庁の統計）。用水路や池への転落防止柵や、建物の高層階への転落防止設備

が設置されるようになって来ました。また、社会全体が交通ルールを守るようになってきたこと、

道路改良や歩道整備、信号増設など交通インフラが充実してきたことなどが交通事故から子どもの

命を守ることにつながっています。社会全体の安全に対する意識が高くなってきたからです。 

その中で、小学生が命を落とす原因のトップは平成２０年（２００８年）頃までは交通事故で、

最近の統計でも２番目です。各年齢で死因の４０％から６０％、人数では年間約１００人（千田小

学校の１～４年生と同じ位）の小学生が交通事故で命を落としていて、そのほとんどは飛び出し事

故です。つまり、飛び出しをしなければ年間約１００人（平成２８年・２０１６年度の交通事故死

は９４人）の子どもは命を落とさずに済むのです。 

また、いじめ問題も無視できません。いじめが原因で飛び降り自殺をして亡くなった子どもが、

統計処理上は「転落事故死」とされているケースもあります。いじめをしなければ、あるいは周囲

にいる子どもや大人がいじめに気付いて、いじめをやめさせれば守ることができる命です。 
 
子どもの命を守るために、家族も悲しい思いをしないために、「飛び出しをしない」、「人にはや

さしく接する」と、ご家庭でも子どもたちに教えてください。お願いします。 

（文責：校長：目黒栄一） 
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